
技術分類

技術名称 ESCONパネル 担当部署 九州支店

NETIS登録番号 QS-160021-A 担当者 西本　尊

社名等 ㈱エスイー 電話番号 092-473-0191

技術の概要

自治体　　 3件
民　 間　　 2件

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　高齢化、少子化社会と、新しい機能・基準による高能率で生産性の高い新材料、新工法、新しい
設計基準のコンセプトの質を創出するため、超高強度合成繊維補強コンクリート（ESCON）を開発し
た。

　耐久性に優れた材料(ESCON)を用いた、薄型化で開口部を設け、全面緑化が期待出来る切土補
強土工法用の反力体。
1)緻密な超高強度繊維補強コンクリートを用いることで、外部からの劣化因子の侵入を防ぎ、長期
に渡り品質が維持される。
2)補強筋として炭素繊維グリッドを用いることで、鉄筋腐食などの要因による内部からの破壊が無
い。
3)独立する反力体であり、必要な箇所に自由に設置可能である。
4)工場製品であり 現場組立が不要である

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

1)緻密な超高強度繊維補強コンクリートを用いることで、外部からの劣化因子の侵入を防ぎ、長期
に渡り品質が維持されるため、耐久性の向上が期待できる。
2)補強筋として炭素繊維グリッドを用いることで、鉄筋腐食などの要因による内部からの破壊が無
いため、塩害地域など腐食環境が厳しい条件下でも使用できる。
3)独立する反力体であり、必要な箇所に自由に設置可能であるため、経済性の向上が期待でき
る。
4)工場製品であり、現場組立が不要であるため、施工性の向上が期待できる。

４．技術の適用範囲

①適用可能な範囲
・設計荷重55kN/本以下の切土法面および構造物補強

②特に効果の高い適用範囲
・塩害・凍害を受ける可能性のある環境条件下
・湧水等により腐食が促進される可能性のある環境条件下

２．技術の内容

５．活用実績

※別紙２



６．写真・図・表

・兼六町ウェディングPJ新築工事（石川県）


